
論文内容の要旨

1、 論文の 目的

石川 由香里 さんは、1995年 に東京都立大学社会科学研究科博士後期課・程を単位取得満

期退学 し、今 日まで活水女子短期大学、活水女子大学と一貫 して大学教員 として教鞭をとる

一方で、「家族研究」「若者研究」「嗜癖問題」 「性意識研究」を継続的 に行ってきた。本論文

は、これまでの石川 さんの研究歴に基づき、今 日大きな変化 に直面 してい る母親役割が、ジ

ェンダー秩序 と階層 の再生産に どのよ うに組み込まれているのかを、 「女性 のセ クシュア リ

ティ」と 「社会関係資本」に着 目して考察 し、階層構造 とジェンダー秩序の変動可能性を検

討す るこ とを 目的 とす る。

筆者 によれば、ジェンダー秩序は、主に、男性 を市場労働 に女性を家内労働に位置付ける

社会構造に よって再生産 されているのだが、女性の家庭にお ける無償労働 の中でも特 に、母

親役割 に関わる労働 が、市場労働 における女性差別的処遇を正 当化する根拠 となってきた。

先行研究においては、母親 たちは、強い母親アイデ ンティテ ィを持つ ことによって、また階

層再生産の戦略に強 く包絡 され ることによって、積極的に母親役割を取得 し、結果 として、

ジェンダー秩序再生産 と階層再生産に大きく寄与 してきた ことが、明 らかになっている。

しか し筆者 は、現在 「母親役割」や 「母親規範」 は、「女性のセ クシコ・ア リティの解放」

「母親の就労」「社会関係資本の蓄積」な どによって、揺 らぎつつあるのではないか とい う

仮説 を立てる。筆者 は、特 に 「女性のセクシュア リティ」 と 「社会関係資本」に着 目する。

論文前半では、「女性 のセクシュア リティ」を主題 とする。 「女性のゼ クシュア リテ ィ」は、

母親役割 とどのよ うな関係 にあるのか。筆者 は、従来のジェンダー秩序か らは逸脱 した存在

と位置づけ られがちな 「ギャルママ」に着眼 し、彼女 らのライ フスタイルが ジェンダー秩序

と階層 再生産を変えていくのか どうかを検討する。後半では社会関係 資本 を主な主題 とする。

現在、子育て支援な どで母親同士のっなが りや コミュニケー シ ョンが強調 されてい ることや

コミュ『ケーシ ョン技術の発達もあ り、母親 たちはかつて よりも多様 な社会関係資本 を持っ

よ うになってきてい る。このよ うな母親の社会関係資本の増大は、はたして女性のエ ンパワ

メン トし、階層再生産 とジェンダー秩序再生産 に変動をもた らしてい るのだろうか。本論文

では、この ような問いを明 らかにす る。

2、論文の構成

序章 問題の所在

第一章 日本の母親が置かれている状況

第二章 母親役割としての子どものセクシュアリティの管理

第三章 階層と母親像一育児雑誌の比較分析を通じて

第四章 子育て資本形態からみる階層とジェンダー秩序
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第五章 子育てと社会関係資本

第六章 女性の就労と社会関係資本が子育てに及ぼす影響

第七章 非定型家族の社会関係資本

終章 社会関係資本はジェンダー秩序を変えうるのか

参考文献一覧

「地域社会と教育意識に関する調査」調査票

3、 各章の要約

序章では、 「女性の担 う母親役割が、ジェンダー秩序の階層的再生産に どの ように組み

込まれてい るのかを明 らかにする」 とい う本論文の主題 を述べ るとともに、この主題 に関

わる先行研究を、(1)母 親アイデンティティ、(2)中 産階級 の階層的再生産戦略 とい

う二っの視点か らま とめる。まず母親アイデンテ ィテ ィに関 して、N.チ ョドロー の精神

分析に基づ く理論や、アイデ ンティティの構成要素 としてf所 属」∫関係」 「能力」を挙げ

る石川准のアイデ ンティテ ィ論を挙げ る。その上で、父親アイデ ンテ ィテ ィとの比較を行

い、女性に とっての母親アイデンテ ィテ ィが男性に とっての父親アイデンティティよ りも

ず っと重要性が高いことを論 じる。他方、女性が高学歴化す るこ とは、娘の階層再生産を

重視 させる。母親役割 を通 じて女性は、階層再生産戦略にコ ミッ トするが、低成長 時代に

おいては このよ うな母親への期待 と責任は一層強まっていることが明 らかになっている。

っま り先行研究では、大 まかに言えば、女性の母親役割 は、ジェンダー秩序 と階層 の再生

産を支えてきたことが、明 らかになっているのである。

その上で筆者は、今 日母親役割は、 「女性のセ クシュア リテ ィの解放」「母親の就労」「社

会関係資本の蓄積」な どの要因によって変化 していること、それ ゆえ、このよ うな変化は、

ジェンダー秩序 と階層構造の変動をもた らす方向に働 く可能性があることを指摘す る。ま

た、社会関係資本の蓄積 と社会的不平等の関係に関 しては、それが社会的不平等を是正す

る方向に働 くのか、それ とも逆 に格差を広げる方に働 くのか とい うことに関 し、先行研究

では見解が分かれてきている。それ ゆえ本論文では、階層 とジェンダー秩序 とい う二っの

社会的不平等 に関 し、母親役割の変化が、それに どのよ うな変化 をもたらす のか、また社

会関係資本の蓄積 が、社会的不平等 に対 して どのよ うな働 きをするのかを明 らかにすると

い う課題 を設 定 し、調査データなどか ら検討 してい くことを述べる。

第1章 では、文献研 究や統計資料等 を使用 して、 日本の母親たちが置かれている状況に

っいて概観す る。 まず統計資料 から、 日本の女性 の労働力率はOECD諸 国の平均 を上回F

っているがM宇 型就 労であ り、再就職後の就労形態がほぼ非正規労働である点 において、

他国 と大きな違いがあることを、示す。その結果、賃金や昇進な どにおいて男女間に著 し

い格差が ある。 けれ ども他方において、そ うした就労形態を望む既婚女性 も、 また多 く存

在する。筆者 は、その理 由を 「母親規範」が強い こと、「3歳児神話」が学術的には 「合理
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的根拠 はない」 とされているにもかかわらず、現在でも賛 同す る人が8割 以上であること

を指摘する。保育環境 の劣悪 さや待機児童 とい う問題 もあるが、 こうした問題 を解決する

ことを抑制 してい る背景にも、3歳 児神話があるとい う。子育て支援の一環 として 「地城の

子育て支援」があるが、 こ うした子育て支援 に携わ る人々の中に も 「本来は母親が子育て

す るべ き」 「3歳までは母親が」 とい う考え方を持つ人が多 く、子育て支援が打ち出されて

も 「母親の子育て責任 を軽減す る」 ことには結びついていない とい う。また女性の就労が

政策的に求 められ る様 にな る一方で、「家庭 教育」の重要性 も強調 されるようにな り、「母

親 規範」が一層強 くなっているとい う今 日的状況もあると指摘す る。

第2章 では、全国4か 所の、保育園 ・幼稚 園、小学生、 中学生を持っ親に対す るインタ

ビュー調査 をも とに、 「母親役割」「母親規範」についての人々の意識 を描 き出す。母親役

割 には、教育責任 が含まれてお り、 しか も子供の教育達成だけでな く、社会規範の習得が

重視 されている。 なかで も、子 どものセクシュア リテ ィの管理が、重要な母親役割 の一っ

と認識 されてい る。子 ども、特に娘 のセクシュア リテ ィの管理は、や り直 しのきかない教

育や職業的達成に関する社会構造 と相まって、重要な階層再生産戦略の一つである。また、

一部 には
、教育達成や、子 どもの しつ けの良 し悪 し、 さらには子 どものセ クシュア リテ ィ

　

管理等、母親役割 の評価 と、母親 自身のセクシュア リティを結びつ ける傾 向もある。 「私 自

身が一番でなけれ ば」 と考えるよ うな 「きれ いな格好をする母親」 は、「産むだけの母親」

であ り、そ うした母親 の子 どもたちは 「奔放」であ り 「問題 を起こ しやすい」 とい うよ う

な、そ うした母親 を忌避する評価が、母親 同士の間で流通 している。 それゆえ母親の多 く

は、世 間か らの視線を強 く意識 し、良い母親 とい う評価を得 るために、自身のセクシュア

リテ ィを抑圧 する。 「女性 のセクシュアリテ ィ」は、母親役割 の評価 に密接 な関係 を持 ち、

ジェンダー秩序再生産戦略、階層再生産戦略の中核に位置ついてい ると筆者 は言 う。

第3章 では、第2章 のイ ンタビュ・一一ue査によって、「母親役割か らの逸脱」 として否定的

に言及 されていた 「セクシュア リテ ィを前面 に出す母親」たちのライ フスタイル を、育児

雑誌分析 を通 じて明らか にす る。筆者 は、新 聞記事の分析等か ら、一般 に 「10代 か ら20

代前半の比較的若 い時期に出産を経験 した母親たち」に対 して、「児童虐待の リスクが高い」

な どの否定的な視線があることを示す。また雑誌な どのメディアでは、出産後 も独身時代

同様 の 「ギャル系ファッシ ョン」を続ける母親たちに、 「ギャルママ」 とい う呼称が与え ら

れている。世間か らの否定的な視線は・当事者 にも意識 されてお り、2010年 には 「日本 ギ

ャル ママ協会」 とい う組織 が生まれ、「っ らい思いを しているギャル ママ」たちのための活

動 をすることが宣言 され ている。では 「ギャルママ」は 「伝統的な母親」 と母親役割 にお

いて どの程度異なっているのだ ろうか。筆者 はこの ことを明 らかにす るために、育児雑誌

を研究対象 とする。「ギャルママ」向けの育児雑誌を、他の育児雑誌 と比較することによ り、

その特徴 を明 らかにす る。分析結果 としては、「ギャルマ々」系育児雑誌 は、その記事の内

容において、 「母親 自身の欲求充足を重視す る」、「安い服 を工夫 して着る」、 「育児 に関 して

父親 に期待 しない」、「ママ友っ なが りを重視す る」等の特徴があるこ とが明 らかになった。
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第4章 では、第3章 で示 したい くつかの異なる育児雑誌 の記事内容や編集傾 向を、経済

資本 ・文化資本 ・社会関係資本 と関連づける。「ギャルママ」向け育児雑誌『ILovemama』

と、『ひよこクラブ』『Baby-Mo』 等の他の育児雑誌 との比較 において明 らかになっ

たのは、「ギャルママ」向け雑誌は他の雑誌のように経済資本や文化資本 を重視す る傾向が

弱 く、社会 関係 資本を重視する傾向が強い ことである。「ギャルママ」向け雑誌の中で、育

児サークルやボランテ ィア活動が広 く呼びかけ られてお り、女性 同士の絆を強 く意識 した

紙面 になっている。 けれ ども、そ の重視の傾 向は、経済資本や文化資本に頼れない ことを

前提 としてい る可能性 もある。 また家族外のネ ッ トワークの重視 は 「ギャルママ」の社会

的に開かれ た積極性やバイタ リティを感 じさせ るものであるが、他方において、「父親に期

待 しない、で きない」 ことを前提 としてお り、結果的 に 「育児 は女性の仕事」 とい うジェ

ンダー秩序 の再生産に向かって しまっている可能性 もある。

第5章 以降では、前半で見出 した 「ギャルママ」たちの 「社会関係資本」の重視 とい う

知見か ら示唆 された、母親 たちの 「社会関係資本」が社会的不平等 とどのよ うな関連性 を

持つのかとい う問いの検討 に入 る。 まず筆者 は、社会関係資本 と階層再生産 についての先

行研究 を検討 し、社会関係 資本が互酬的社会をもたらす とい う立場(R.パ ッ トナム等)と 、

社会関係資本 が文化資本や経済資本 に転化することによって階級 閉鎖にっながる とい う立

場(P.ブ ルデュー等)に 分 けられ ることを示す。

家族 と社会関係 資本 に関 しては、地域化 したネ ッ トワー クが性別役割の強化tとっながる

のか どうかに関する先行研究 を検討す る。その後、2014年 に行 った 「地域社会 と教育意識

に関す る調査」のデータを用いて、社会関係資本 と階層 との全体的な関連性や 、性別役割

との関連性 を検討す る。その結果、社会関係資本は概 して高階層に多く分布 していること、

また非親族ネ ッ トワークの規模は階層的地位の高 さと正 の相関があることが分かった。ま

た性別役割 の変化を示す夫の家事参加度 については、家族社会学 において先行研究が多数

あるが、家事参加 と育児参加では規定要因がかなり異なることが分かった。た とえば、夫

の年収が高 くなると家事参加は少なくなるが、育児参加は増加す る等。

第六章 ・第七章では、前章 の結果 を踏まえて、フルタイム就労の母親、非標準型家族の

母親な ど、特定の層に焦点 を当てて分析す る。六章では女性 の就労に伴 う社会 関係資本の

変化が子育て にどのよ うな影響 を与えているかを検討する。デー タは5章 と同 じ調査デー

タである。同調査で末子18歳 以下のデータでフルタイム就労である母親 とそれ以外の母親

のネ ッ トワークを比較す ると、非 フルタイム就労の母親は血縁地縁中心のネ ッ トワークで

あるのに対 し、フルタイム就労の母親 はネ ッ トワークの範囲が よ り広い。相談等の内容を

子育てに限定す ると、フル タイム就労の母親は実際に子 どもを預 ける等の直接的な子育て

サポー トを自分 の親や専門サー ビス機 関にもとめるが、職場 の人には間接的表 出的サポー

トを求めて も直接的サポー トは全 く求めていない。友人 ・子 どもを通 じた知人 に頼 る比率

も低い。それ に比較す ると、非フルタイムの母親 は、子 どもを通 じた友人知人 を相談相手

としている割合が高く、直接的サポー トもよ り多 く得ている。性別役割 との関連でみると、
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「職場 の人への相談」が多 く、いわゆる 「ママ友」への相談が少ないほ ど、性別役割 への

否定的傾向が強い。また母親の個人年収の高さは、女子の高学歴期待を高 め第一子の女子

に対す る性別社会化への反対 の傾向を強める。 フルタイムか どうか とい う就労形態よ りも、

母親の個人収入の規定力が大きい。

第7章 では、母子世帯、早 くに出産 した母親 の家族、遅 くに出産 した母親 の家族を非標

準型家族 とし、その社会関係 資本を検討す る。デー タは前2章 と同 じデー タである。母子

世帯に関 してみると、当然 なが ら、ウ配偶者 ・パー トナーや配偶者 の親が直接的 ・間接的サ

ポー ト提供者 として上がって くる率が低い。他方専門家やサービス機 関の比率が高 くなり、

子 どもを通 じた友人 ・知人 の比率が下が る。早期出産(25歳 未満の出産 と定義)は 、母親

の学歴や世帯収入に関連 していただけでなく、社会関係資本の乏 しさにも結び付いていた。

子 どもへの学歴期待 も非常 に低い。逆に遅 く出産 した主産 した母親の場合、.母親教育年数 ・

父親教育年数が高 くなるが社会関係資本には有意な差 はなかった。

終章では、唱これまでの検 討か ら、母親役割の変化が社会的不平等 に与える影響について

の見通 しをまとめる。前半で扱 った 「女性のセクシュア リテ ィの解放」による母親役割の

変化は 「ギャルママ」 とい う女性同士の絆を強調す るライフスタイルの提唱をもた らすな

ど、伝統的母親像 を超 えた社会的不平等 を克服するような新 しい母親の'あり方の可能性 を

示唆するものであったが、その生き方は 「育児をもっぱら女性 の仕事 にして しま う」可能
'
性 をも感 じさせ るものであった。また実際の早期 出産 の母親たちのデータか らは、学歴や

収入だけでな く社会関係資本 においても少ない傾 向があ り、階層的不平等 を克服すること

はかな り難 しい ことが明 らか になった。社会関係資本における子 どもを通 じた友人知人ネ

ッ トワー クの多さは、性別役割の肯定 と、職揚のネ ッ トワー クは逆 に性別役割の否定と相

関 してい る。つま り社会 関係資本の増加 だけでは、性別役割の変容に結びつ くと言 うこと

は出来ず、 どんなネ ッ トワークなのかに よっても左右 され るのである。

ここか ら筆者は、ジェンダー秩序が今後変化 してい くとすれば、女性の フル タイム就業

の増加 と、早期出産 の母親 たちに対す る社会的サポー トの増加が必要だ と主張する。高階

層の女性 たちは、社会関係 資本 を子 どもの教育的達成のために利用するこ とで、階層再生

産を果た してい く。他方 「ギャルママ」たちは、「頑 なまでにスタイルを維 持」す ることで

世間の非難 を意識せ ざるを得ない状況におかれなが らも、「自分たちも完壁 な子育てを して

い る」 ことを示そ うとする。その結果、高階層 の母親たちと同様に、rギ ャルママ」たちも

ジェンダー秩序 と階層 を再生産 してい くのである。ここに変化 をもたらす ためには、育児

の社会化 と母親の役割軽減 、そ して女性のフルタイム就労が必要 なのであると。

審査結果

本論文 の特徴は、母親役割の変容の中で、「女性のセクシュア リテ ィ」に関す る問題 に着

眼 し、主な考察をいわゆる 「ギャルママ」に絞 った点にある。従来、母親役割 を含む性別

役割の変容 に関しては、女性の就業の有無に主な焦点が置かれ、「女性の就業 と性別役割」
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の関連性に関 しての非 常に多 くの先行研究がある。 しかし、それ以外の要因、特に 「女性

のセクシュア リティ」 に関する要因については、ほとん ど研究がない。筆者 は、「セ クシュ

ア リティを表 に出すか抑制す るか」 とい うライ フスタイルの相違が単にセクシュア リティ

に関わる差異 として位 置づ けられているのではなく、母親役割 の達成についての評価 にお

いて も非常 に重要 な意味を持っ こと、それ ゆえ 「ギャルママ」は、 「母親役割か ら逸脱 した

存在」 として扱われていることを、インタビュー調査や新聞記事な どの分析か ら明 らかに

した。 この点はそのオ リジナ リティにおいて、高く評価できる。また 「ギャルママ」 たち

のライ フスタイル を、 「ギャルママ」向けの育児雑誌を、それ以外 の育児雑誌 ト比較分析す

ることで一定程度浮彫 にしたことも、本論文の重要な成果である。

その上で母親たちが育児において どのような社会関係資本を利用 しているのかを、調査

デー タから明 らかに し、雑誌紙面上の 「ギャルママ」 たちの高い社会性は、早期出産 した

母親 たちの現実ではな く、む しろ彼女 らの子育てに使用す る資本の乏しさを示す ものであ

ることを明 らかにした ことも、オ リジナルな知見として、意義があ る。

けれ ども、い くつか欠点 もある。第一に、用語 の使用法が整理 されていないこ と。階層 ・

文化資本 ・社会関係資本等、本論文の論 旨の骨格を形成 している と思われる主要概念 にっ

いて、先行研 究の定義 を簡 単に引用す るだけに留まっている。用語 によっては研究者 によ

って使用法 が異 なる場合 も有 るので、筆者 自身の使用法の定義 は不可欠だ と思われ る。第

二に、説明がやや不足 しているこ と。概念 を用いた記述 が多 く、現実やデータ とどのよ う

な対応があるのかについて、十分な説明がないまま論述 されてい る箇所がいくつか見 いだ

せ る。第三 に、欠点 とまでは言えないまでも、 「ギャルママ」のライフスタイル の特徴 を、

雑誌分析だけか ら導いてお り、 「ギャルママ」に対するインタビュー調査や質問紙調査等を

行 っていない ことは、やや残念である。

口頭試問 ・公開審査は2月8日 に行われ、主に上記の点等 に対 して学術的討議 が行 われ

た。その中で論文提出者 は、真摯に問題 に向きあい、今後の研究において本論文で残 され

た課題 を引き続 き検討 してい くことに強い意欲 を示 した。 この よ うな事か ら、審査委員一

同は、石川 由香里 さんに博 士の学位 を授与す ることが適当であると、判断 した。
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